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「ス ピ ン グ ラ ス を中心 と した新 しい 秩序相」報告

24 ．遍歴 電子反強磁性体 YMn2i こおけ るフ ラ ス トレ
ー

シ ョ ン

京大 工 　 志 賀 正 幸

　 ラ
ーベ ス相 （C15 ）金属間化合物 YMn2 は遍歴電子反強磁性体で あ るこ とが最近

見出され たが 、磁気モ ー
メ ン トを担 う Mn は 4 面体構造をとり、反強磁性構造 と して 、

全て の 最近接ス ビン を逆 に す る構造は許さ れ ずフ ラ ス トレ ー トし た系であ る。　その ため

以下 の よ うな 興味あ る現象が 見出 されて い る 。

　（D 長周期 ヘ リカル 変調の 出現 。

こ の 物質 の 磁気構造は 初め通常の 中性子回折 に よ り コ リニ ア
ーな反 強磁性 体 で あ る とさ

れたが 、 この 構造を よく見 ると 、 最近接相互作用 を考え る限 り 、 隣接 す る （100 ）面 間

に働 く相 互作用 が強 く反強磁 性 的 に カ ッ プル す る 2 面 と、相互作用が キ ャ ン セ ル す る 2 面

が交互に 並ぶ 特異 な構造 で あ るこ とがわ か る （文献 1 参照）。 従 っ て 、磁気的に は互 い に

結合 しな い 2 次元 的な反強磁性層か らな る系 とみ なせ 、 3 次元的な反 強磁 性構造 は不安定

で あ りよ り遠距離間の 相互作用に よ りコ リニ ア
ー

構造が変形 す る可能性が考え られ る 。 実

際 、 最近グル ノ
ープ ル に おい て 長波長の 中性子線 に よ る回折で 約 400A 周 期の ヘ リカル

モ ジ ュ レ
ー

シ ョ ン が 発見され た。 ID

（2）高濃度ス ピン グ ラ ス相の 出現 。 　［Y （Mn1 −xAlx ） 2 系］

YMn2 中の Mn 原子は圧力を加 えた り原子半径の 小さ い 第 3 元素 を置換 す る こ と によ

り容易に そ の磁気モ ーメン トを失 う 。 　一
方 、原子半径の 大 きい 元素を置換 す る と磁気モ

ー
メ ン トが 安定化 し局在 モ

ー
メ ン ト的 に な る 。 Mn を Al で 置換す ると この 系の ス ピン

の 揺 らぎが 局 在モ ー
メ ン ト型 に変 化 し、わ ず か 5 ％ の 置換で 長距 離反 強磁性 秩序 が 消 失 し

ス ピ ング ラ ス とな る 。

（2 ｝
こ の ように 、わ ずかな 不純物 の添加で 長距離秩序が 消失す るの

もフ ラ ス トレ
ー

トした系の 特徴と考 え られ る 。

【3）

（3）量 子 ス ピ ン液体 ？　 Y 。．g7SCo ．03Mn2

Y を原子半径の 小 さい Sc で 置換す ると約 2 ％の 置換で Mn はモ ーメ ン トを失い 非磁性 と

な る 。　 こ の こ とは 、 低温 （70mK ）で も NMR スペ ク トル が シ ャ
ープ な 常磁性的吸収

線 を示 す こ とか ら確か め られ て い る 。 　 こ の 物質の 電子比熱係数 は 140mJ ／molK2 と 3d

系 と して は異常 に 大 き く重 い フ ェ ル ミオ ン物質 とみ な せ る。 最近 こ の 系の 偏極中性子に よ

る常 磁性散 乱 の 測定 を行 っ た結果低温 （8K ）に お いて も 1．5μ B 以上 の 振幅 で強 い反 強磁

性的相関を示す ス ピ ンの 揺 らぎが 存在す るこ とが分か っ た
（4 ）

。 こ の 揺 らぎ は基底状態に

おけ る揺 らぎで 量 子揺 らぎ と考 え るべ きで あ ろ う 。 そ の メ カ ニ ズム 等 は こ れ か ら明 らか

に す る必要が あるが 、強 い 反強磁性的相互作用が あ るに もかかわ らず 、フラ ス トレ ーシ ョ

ン に よ り反強磁性の 出現 が押さえ られて い る ため で はな い か と考 えて い る 。
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